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今月号の表紙
　今月号の表紙は、大正期
の趣を伝えるＪＲ白河駅の駅
舎前から見た「市民納涼花
火大会」の様子です。
　歴史あるお城を背景に行
われる花火大会は全国でも
珍しく、スターマイン（速
射連発花火）を中心に打ち
上げられた5,200発の花火
が、夏の夜空を華やかに彩
りました。

2017（平成29年）Ｎｏ.142
目次 - ＣＯＮＴＥＮＴＳ -

02 今月の表紙／目次

03 特集
開館一周年を迎えて
白河文化交流館コミネス

08 Ｔｏｐｉｃｓ

10 Iｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１
特別企画展　文晁門人蒲生羅漢　ほか

12 Iｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２
９月10日は下水道の日　ほか

14 ラウンジ～様々な情報をお届け～

16 図書館情報

17 白河文化交流館「コミネス」情報

18 施設情報
歴史民俗資料館、集古苑、南湖森林公園、
スポーツ教室、マイタウン白河、翠楽苑

19 ＡＬＴ通信／白河歴史人物伝

20 くらしの情報館

24 子育て情報

25 保健情報

26 無料相談、休日救急医療当番医　ほか

27 市長の手控え帖

28 今月号の締めの一杯／人物Ｒｅｐｏｒｔ
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男：30,392人
女：30,868人
計：61,260人（－37）
世帯数：23,386世帯（17）
※（　）の数字は前月比

市の人口と世帯数（８月１日現在）

今月の納期限／10月２日㈪まで

◇国民健康保険税（第３期）
◇介護保険料（第３期）
◇後期高齢者医療保険料（第２期）
◇下水道受益者負担金（第２期）

10月の日曜窓口

　一部証明書の発行や市税の納付などの手続きを
受け付けます。取り扱い業務については、事前に
お問い合わせください。
◇時間／午前８時30分～正午
◇期日／１日㈰・９日㈷・15日㈰・22日㈰・29
　　　　日㈰

問本庁舎市民課　内2154

「広報しらかわ」は、環境にやさしい再生紙と植物油インキを使用しています。

編集・発行／白河市秘書広報課
〒 961-8602　福島県白河市八幡小路 7-1 ☎� 1111( 代 )/Ｆａｘ� 2577/ Ｅメール hisho@city.shirakawa.fukushima.jp

最新の情報をチェック

《白河市ホームページ》 《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

「広報しらかわ」は市ホームページでもご覧になれます。
市営住宅の募集

　市営住宅の募集は毎月15日に発表し
ています。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。

問本庁舎建築住宅課　内2262

【
特
集
】
開
館
一
周
年
を
迎
え
て

白
河
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス

©Ｓｈｕｎｉｃｈｉ　Ａｔｓｕｍｉ

©Ｓｈｕｎｉｃｈｉ　Ａｔｓｕｍｉ

©Ｓｈｕｎｉｃｈｉ　Ａｔｓｕｍｉ

▲（上から時計回り）
　ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ白河版オペラ「魔笛」
　ハンガリー国立フィルハーモニー管弦楽団
　夕涼みコンサート
　白河スーパー薪能
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な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
、

誰
も
が
生
活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

い
か
し
た
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ネ
ス

堀
内　
オ
ペ
ラ
を
公
演
す
る
の
は
大
変

で
し
た
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
し
ま

う
場
所
が
コ
ミ
ネ
ス
で
す
。
個
人
的
に

は
、
ま
た
オ
ペ
ラ
を
や
り
た
い
で
す
。

オ
ペ
ラ
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
し
た
い
で
す
ね
。

青
砥　
ス
ー
パ
ー
薪
能
で
の
現
代
音
楽

の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
白
河
に
し
か
な
い
も

の
を
文
化
芸
術
の
舞
台
に
し
た
、
刺
激

的
な
公
演
だ
っ
た
の
で
。

須
藤　
現
在
、
コ
ミ
ネ
ス
混
声
合
唱
団

が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

市
長　
様
々
な
方
に
コ
ミ
ネ
ス
自
主
事

業
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

館
長　
来
年
は
、
白
河
戊
辰
１
５
０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
創
作
舞
台
「
ス

ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ
ＫケＥ
ＧゴＯ
Ｎン

」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
の
す
べ
て
に

仏
が
宿
る
と
い
う
考
え
を
も
と
に
創
ら

れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。
地
元
の

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
本
日
は
、
有
意
義
な

お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

青
砥　
オ
ペ
ラ
の
ソ
リ
ス
ト
３
人
に
、

カ
フ
ェ
で
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鑑
賞
し
た
高
校
生
は
、
目
の
前
で
歌
う

ソ
リ
ス
ト
の
声
量
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

多
様
な
職
業
の
方
と
の
触
れ
合
い
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

館
長　
若
い
頃
の
様
々
な
出
会
い
が
、

将
来
何
か
に
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
今
後
も
、
ま
ち
な
か
や
幼
稚
園
・

工
場
・
病
院
な
ど
の
様
々
な
施
設
で
、

積
極
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ネ
ス
の
あ
る
生
活

館
長　
コ
ミ
ネ
ス
が
日
常
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

定
期
的
・
定
時
に
「
ワ
ン
コ
イ
ン
昼
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
月

に
は
、
浴
衣
で
来
場
さ
れ
た
方
に
特
典

が
あ
る
「
夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
、
楽
し
み
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ミ
ネ
ス
の
事
業
企
画
に
市
民

が
参
加
す
る
「
市
民
ク
ラ
ブ
」
を
本
格

化
し
よ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
市
民
共
楽
」
と
い
う
コ
ミ
ネ
ス
の
運

営
理
念
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
長　
茶
道
や
華
道
な
ど
、
特
に
意
識

し
な
く
て
も
、
我
々
の
生
活
の
中
に
文

化
が
取
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

文
化
は
す
べ
て
の
人
を
包
み
込
む
よ
う

市
長　
ま
ず
、「
市
民
の
広
場
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
図
書
館
を
建
設
し
ま
し
た
。

敷
居
が
高
く
感
じ
る
図
書
館
を
、
開
か

れ
た
広
場
に
し
た
か
っ
た
。
館
内
に
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
も
、
そ
れ
が
目

的
で
す
。
コ
ミ
ネ
ス
は
図
書
館
と
セ
ッ

ト
で
、
誰
も
が
集
え
る
、
憩
い
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
消
防
団
の
出
初

式
や
成
人
式
に
活
用
し
た
り
、
様
々
な

団
体
が
様
々
な
目
的
で
使
え
る
、
ま
さ

に
集
え
る
場
所
で
す
。

館
長　
コ
ミ
ネ
ス
を
中
心
に
図
書
館
や

小
峰
城
も
含
め
て
、
文
化
の
回
廊
が
で

き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

須
藤　
図
書
館
と
コ
ミ
ネ
ス
が
で
き
、

人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

歩
行
者
が
増
え
ま
し
た
。
催
し
物
が
あ

る
た
び
に
、
家
族
連
れ
や
県
内
外
か
ら

食
事
に
来
る
お
客
様
が
増
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
が
町
の
中
を
動

く
と
な
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
関
わ

っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
コ
ミ
ネ
ス
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
お
客
様
を
、
も
っ
と
迎
え
て

あ
げ
ら
れ
る
体
制
を
作
り
た
い
と
、
お

店
に
い
て
思
い
ま
す
。

館
長　
演
目
に
よ
っ
て
客
層
も
だ
い
ぶ

違
い
ま
す
か
ら
ね
。
こ
れ
か
ら
は
、
近

隣
の
お
店
に
も
公
演
内
容
の
情
報
を
共

有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
さ
て
、

青
砥
さ
ん
の
カ
フ
ェ
で
は
、
以
前
ア※

２
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ん
だ
本
の
内
容
は
、
今
で
も
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
青
春
時
代
の
日
常
の
中
に

舞
台
や
音
楽
が
あ
る
町
で
す
と
、
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
が
、
将
来
に
わ
た
り
思

い
入
れ
と
な
っ
て
残
る
と
思
い
ま
す
。

館
長　
堀
内
さ
ん
は
、
昨
年
ド
イ
ツ
か

ら
帰
国
さ
れ
、
現
在
、
本
市
に
お
住
ま

い
で
す
。
コ
ミ
ネ
ス
自
主
事
業
の
目
玉

と
し
て
企
画
し
た
魔
笛
公
演
に
あ
た
り
、

誰
が
ド
イ
ツ
語
の
オ
ペ
ラ
を
指
導
す
る

の
か
と
困
っ
て
い
た
矢
先
、
救
世
主
と

し
て
現
れ
た
の
が
堀
内
さ
ん
で
し
た
。

堀
内　
15
年
間
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
ま
し

た
。
初
め
の
５
年
間
は
学
生
と
し
て
、

そ
の
後
10
年
間
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
十

数
の
劇
場
に
属
し
て
、
オ
ペ
ラ
の
コ
ー

チ
で
あ
る
コ※

１
レ
ペ
テ
ィ
ト
ー
ル
と
い
う

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

館
長　
外
国
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

劇
場
が
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
、
公
共
ホ
ー
ル
を
公
演
事
業
者

な
ど
に
貸
す
こ
と
が
中
心
で
す
。
堀
内

さ
ん
の
お
陰
で
自
主
事
業
公
演
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ミ
ネ
ス
を
創

造
型
の
ホ
ー
ル
と
し
て
機
能
さ
せ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ネ
ス
を
中
心
と
し
た
文
化
回
廊

館
長　
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
は
、
名

前
の
と
お
り
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て

様
々
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
ま
す
ね
。

※１　オペラ稽古では、オーケストラ総譜がピアノ用に集約された楽譜を、できる限りオーケストラの音の響きを表現して弾く。指揮
者と組んでの音楽稽古も行い、指揮を的確に理解する感覚と知識が要され、補助的に指揮をすることもある。歌手の練習の伴奏と助
言、伊

イタリア

・独
ドイツ

・仏
フランス

・露
ロシア

語などの発音矯正の手助けは、最も重要な役割の一つ。歌手やオーケストラ楽器のオーディション伴奏も受け持つ。
※２　ここでは、文化への関心を高めるため、施設にアーティストを派遣し公演活動などをすること、の意。

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
意
味
で
、
コ
ミ
ネ

ス
に
魂
を
吹
き
込
む
作
業
が
始
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

館
長　
皆
さ
ん
は
コ
ミ
ネ
ス
が
開
館
し

て
ど
の
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

須
藤　
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
』・『
仲な

か

道み
ち

郁い
く

代よ

ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
』
を
鑑
賞
し
、「
こ
こ

は
本
当
に
白
河
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
鳥

肌
が
立
ち
ま
し
た
。

青
砥　
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

魔
笛
で
す
。
オ
ペ
ラ
は
難
解
な
も
の
だ

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
小

中
学
生
が
舞
台
に
立
ち
、
そ
れ
を
ご
家

族
が
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

舞
台
と
客
席
と
の
、
あ
の
一
体
感
は
他

で
経
験
し
た
こ
と
が
無
く
、
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。

館
長　
子
ど
も
た
ち
が
舞
台
を
体
験
す

る
重
要
性
を
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

市
長　
人
間
を
磨
く
に
は
感
性
が
必
要

で
、
若
い
頃
に
文
化
を
味
わ
う
環
境
に

い
た
か
ど
う
か
が
大
き
な
差
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
輝
き
を
得
る
場
所
、

と
な
る
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

館
長　
高
校
生
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
い
る
立
場
か
ら
、

た
ま
り
場
作
り
と
文
化
芸
術
の
関
わ
り

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
。

青
砥　
高
校
生
の
頃
、
文
化
に
触
れ
る

手
段
は
本
で
し
た
。
当
時
の
情
景
と
読

開
館
1
年
を
振
り
返
っ
て

司
会
（
以
後
「
館
長
」）　
ま
も
な
く
コ

ミ
ネ
ス
開
館
１
周
年
を
迎
え
ま
す
。

市
長　
「
文
化
・
歴
史
・
伝
統
を
い
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
政
の
柱
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
周
辺
に
文
化
ゾ
ー
ン

の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
核

と
な
る
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
開
館
以

来
、
市
民
の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
も
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

館
長　
最
も
心
に
残
っ
た
公
演
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

市
長　
『
魔

※
１
 
ま
て
き

笛
』
や
『
新※

２
・
Ｂ
Ｓ
日
本

の
う
た
』
は
、
も
の
す
ご
い
反
響
で
し

た
。『
白※

３
河
ス
ー
パ
ー
薪た

き
ぎ
の
う能

』
も
、
小
峰

城
を
背
景
に
し
た
、
白
河
な
ら
で
は
の

素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
を
鑑
賞
し
、

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
音
響
に
つ
い
て
、
一
流
の
方
々
か

ら
素
晴
ら
し
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
自

信
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

館
長　
開
館
と
同
時
に
「
文※

４
化
創
造
都

市
宣
言
」
を
し
、
３
月
に
は
文
化
芸
術

振
興
条
例
を
制
定
、
現
在
は
文
化
芸
術

振
興
計
画
の
策
定
中
、
と
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ね
。

市
長　
国
の
動
き
に
も
連
動
し
た
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。「
創※

５
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
」
に
も
加
盟
し
、

※１　モーツァルトの傑作を白河版にリメークしたオペラ。延べ 150 人の市民ボランティアが参加した。※２　ＮＨＫ音楽番組の白河
公演。※３　小峰城二の丸特設屋外舞台で開催。箏

そ う

と電子音響を融合させた現代音楽も披露された。※４（宣言要約）歴史と伝統ある
白河を愛し、誇りを持って未来へつなぐ。「士民共楽」の思いを継承し、新しい文化を創る。文化・芸術に親しみ、文化を磨き世界に
発信する。※５　全国で96の自治体が加盟（８月10日現在）。創造都市…文化芸術と産業経済とを合わせ、創造性に富んだ都市のこと。

　市民の皆さんとコミネス開館後の１年を振り返りながら、それぞれの立場から
の感想や、今後の白河の文化・まちづくりへの思いを語っていただきました。

「開館１周年を迎えて～これからのコミネス」

須
す

藤
とう

　厚
あ つ

子
こ

　氏
ＪＲ白河駅前の蕎

そ

麦
ば

処
どころ

「大福家」（実家）
勤務。趣味は、自
宅の蔵で夜中にピ
アノを弾くこと。

青
あお

砥
と

　和
か ず

希
き

　氏
コミュニティ・カ
フェＥ

エ マ ノ ン

ＭＡＮＯＮ準
備室長。高校生向
けの事業を数多く手
がける。

鈴
すず

木
き

　和
か ず

夫
お

　市長

堀
ほ り う ち

内　由
ゆ き こ

起子　氏
ドイツで 10 年間コ
レペティトールとし
て、ドイツ国内の劇
場で活躍。昨年帰国
し、本市に在住。

志
し が の

賀野　桂
けい い ち

一
コミネス館長× × × ×



デンハーグ
ピアノ五重奏団
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人材育成講座

市民活動のお知らせ創造型公共ホールをめざして

施設利用案内

コミネス混声合唱団 しらかわ演劇塾

館内レストラン　ブラッスリー　ラ・セゾン

　文化芸術を通して〈市民の交流広場〉となり、コミュ
ニティの活性化を図れるよう、多様な舞台芸術鑑賞に加
え、地域ならではの創作舞台公演ができる創造型公共ホ
ールをめざしています。また、公共ホールの使命として、
積極的にまちづくりにも寄与するため、「アウトリーチ
型」の事業に取り組んでいます。
◇創作舞台公演
・ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ白河版オペラ「魔笛」（３月 20日実施）
・野外公演「白河スーパー薪能」（５月 27日実施）
・スペースオペラＫＥＧＯＮ（平成 30年３月 18日㈰）
◇アウトリーチ事業
・「魔笛」公演に合わせ、出演歌手によるアウトリーチ
・公共ホール音楽活性化活動支援事業（12月 13日㈬・14日㈭）

　今年度から、《白河文化回廊事業》として中心市街地
の活性化にも取り組んでいます。
◇白河文化回廊事業図書館連携
・ワンコイン昼コンサートに合わせたアウトリーチ
　池

い け や ま

山由
ゆ か

香アルパ×篠
し の は ら

原梨
り え

恵フルート（４月 19日実施）
・「親子でオーケストラと遊ぼう！」に合わせた企画
　絵本作家飯

い い

野
の

和
か ず よ し

好さんと遊ぼう（８月５日実施）
・曽

そ ね

根麻
ま や こ

矢子　古楽器に魅せられて（11月 25日㈯）

　文化芸術によるまちづくりと創造型の舞台芸術事業を
行っていくため、定期的に人材育成講座を開催していま
す。舞台芸術に関心のある方・地域の文化芸術事業に関
わっている方・公共ホール関係者など、舞台に関心のあ
る方はどなたでも参加できます。
　事前申込不要、参加費無料。

　市内で活動する演劇
団体。コミネス共催事
業の演劇公演「新・私
の家の太陽」（１月 21
日・22 日実施）の上
演や、高校生の演劇育
成事業『劇王』に協力
しています。

《第３回ハイスクール劇王
　高校生短編演劇競技大会》
◦日　時
　３月 24日㈯／正午
　開会（予定）
【短編戯曲を募集します】
　本戦出場の５チームを
戯曲審査で選抜します。
◦募集内容
　高校生または相当年
　齢の方の作品
◦募集期間
　９月11日㈪～ 11月 30日㈭

　昨年 9 月に発足し
た合唱団。ＦＵＫＵＳＨ
ＩＭＡ白河版オペラ「魔
笛」に参加し、存在
感を示しました。月 3
回の練習を基本とし、
様々なコミネスの主催
事業に出演しています。

《童話を演劇にする
　コミネス劇作ワークショップ》
◦日　時
　９月 16日㈯／午後１
　時～、17 日㈰／午前
　９時 30 分～（午後２
　時 30分～リーディン
　グ公演発表※観覧無料）
◦対　象
　高校生以上（先着20人）
◦料　金　無料
◦申し込み・問い合わせ
　コミネス☎� 5300

　大ホール・小ホールのほか、練習室・カギガタ
モール・ミーティング室があります。ご利用の際
は、直接来館のうえ利用許可申請書を提出してく
ださい。大ホール・小ホールはご利用予定日の 1
年前から（舞台練習は 1ヶ月前から）、その他の
施設は 3ヶ月前から申請を受け付けます。

　最大 40 人まで利用できる洋食レスト
ラン。お食事での利用はもちろん、楽屋
へ挽

ひ

きたてコーヒーの提供も行います。
◦営業時間（定休日：火曜日）
　ランチ　　11:00 ～ 14:30
　ティー　　14:30～16:00（ラストオーダー　15:45）
　ディナー　17:30～21:30（ラストオーダー　20:45）
　土・日・祝　11:00 ～ 21:30（ラストオーダー　20:45）
◦お問い合わせ　☎㉗ 2387（レストラン直通）

コミネスの役割

白河文化交流館コミネス
今年度下半期　公演ラインアップ

「広告の作り方とＳＮＳの活用」
講師　佐

さ

藤
と う

　正
ま さ ふ み

文　氏（株式会社電通東日本仙台支社次長）
9/21
㈭

開館記念日企画　講演会×トーク×演奏会
「138億年の音楽史とコミネスの未来」
講師　浦

う ら ひ さ

久　俊
と し ひ こ

彦　氏（サラマンカホール音楽監督・作家）
10/23
㈪

「創作ミュージカルの制作現場」
講師　庄

しょう

司
じ

　武
た け

夫
お

　氏（仙台市市民文化事業団事業兼演劇振興課長）
11/17
㈮

「子どもミュージカルの制作現場」
講師　村

む ら ま つ

松　裕
ひ ろ

子
こ

　氏
　　　　（演出家、（一社）リトルミュージカルの子どもと創る舞台の総合監修）

12/11
㈪

「現代音楽と教育－ＫＥＧＯＮにむけて－」
講師　松

ま つ し た

下　功
いさお

　氏（作曲家、東京芸術大学副学長）1月予定

「ダンスの世界・スペースオペラＫＥＧＯＮプレトーク」
講師　森

も り や ま

山　開
か い

次
じ

　氏（ダンサー・振付家）2月予定

コミネス新春寄
よ せ

席 Ｄ
ド ラ ム

ＲＵＭ　Ｔ
タ オ

ＡＯ　2018
白河公演

淡路人形座
人形浄瑠璃

スペースオペラ
ＫＥＧＯＮ

◦日にち　１月 14日㈰
◦時　間　午前 11 時、午
　　　　　後２時30分開演
◦入場料　2,500 円
　　　　　※席種別なし
◦出演者
　桂

かつら

　米
よ ね す け

助
　六

ろ っ

華
か

亭
て い

遊
ゆ う

花
か

　コント青年団　ほか

◦日にち　２月９日㈮
◦時　間　午後６時30分開演
◦入場料　Ｓ席　5,500円
　　　　　Ａ席　4,500円
　　　　　Ｂ席　4,000円
◦見どころ
　世界で700万人を動員！
　美しくも圧倒的な和太鼓
　パフォーマンス！

◦日にち　３月４日㈰
◦時　間　午後２時開演（予定）
◦入場料　Ｓ席　2,500円
　　　　　Ａ席　2,000円
　　　　　※25歳以下割引あり
◦内　容
　戎

えびす

舞
ま い

、人形解説、奥
お う

州
しゅう

秀
ひ で ひ ら

衡
　有

うはつのはなむこ

鬠婿　鞍
く ら

馬
ま

山
や ま

の段、鬼
き

一
い ち

　法
ほ う げ ん

眼三
さ ん

略
りゃく

の巻　五
ご

条
じょう

橋
ば し

の段

◦日にち　３月 18日㈰
◦時　間　午後２時30分開演
◦入場料　Ｓ席　3,500円
　　　　　Ａ席　3,000円
　　　　　Ｂ席　2,500円
　　　　　※ブロック指定
◦出演者
　森山開次（ダンス）
　松下　功（作曲・指揮）ほか

　白河文化交流館コミネスは、文化芸術創造のため、人材育成、創造団体との
連携、コミネス付属の芸術団体の育成が重要と考え、以下の事業などに取り組
んでいます。

ワンコイン昼コンサート情報

ＮＨＫ交響楽団
白河特別公演

白河文化回廊事業図書館連携
曽根麻矢子・古楽器に

魅せられて
曽根麻矢子＆有

あ り

田
た

正
ま さ ひ ろ

広
チェンバロ＆フルート
デュオ・リサイタル

◦日にち　10月１日㈰
◦時　間　午後６時開演
◦入場料　Ｓ席　8,000円
　　　　　Ａ席　7,000円
　※特別席・Ｂ席は完売
◦出演者
　リオ・クオクマン（指揮）
　諏

す

訪
わ

内
な い

晶
あ き

子
こ

（ヴァイオリン）
　ＮＨＫ交響楽団（管弦楽）

◦日にち　11月 25日㈯
◦時　間　午後６時30分開演
◦入場料　無料
◦会　場　市立図書館りぶ
　　　　　らん（道場小路）
◦出演者
　曽根麻矢子（チェンバロ）
◦内　容
　クープラン＆ラモー名曲集

◦日にち　11月 26日㈰
◦時　間　午後２時開演
◦入場料　Ｓ席　3,000円
　　　　　Ａ席　1,500円
◦出演者
　曽根麻矢子（チェンバロ）
　有田正広（フルート）
◦内　容　
　フルートと通奏低音のためのソナタほか

◦日にち　12月 15日㈮
◦時　間　午後6時開演（予定）
◦入場料　Ｓ席　2,000円
　　　　　Ａ席　1,500円
　　　　　※25歳以下割引あり
◦出演者
　木

き

内
う ち

佳
か

苗
な え

・大
お お し ま

嶋有
ゆ か り

加里
　（ピアノ）
◦内　容　ピアノ連弾

©Ｓｈｕｎｉｃｈｉ　Ａｔｓｕｍｉ ©Ｈｉｋａｒｕ．☆

公共ホール音楽活性化活動支援事業
「デュエットゥ」

◦日にち
　１月 19日㈮・
　20日㈯
◦上映作品
　『５時から７時ま
　でのクレオ』ほか

「ミシェル・ルグランと
　ヌーヴェル・ヴァーグ」

◦日にち
　10月 11日㈬
◦時　間
　午後３時開演

◦日にち
　12月 21日㈭
◦時　間
　午後２時開演
◦見どころ
　「フォルテピア
ノ」と弦楽器によ
る温かく味わい深
いアンサンブルに
ご期待ください。

オペラアリアと
私が選んだ歌

クリスマス
コンサート

文
ぶん

屋
や

小
さ ゆ り

百合
（ソプラノ）

早
はやさか

坂知
と も こ

子
（ソプラノ）

倉
くらもと

本晋
しん

児
じ

（バス）
堀内由起子
（ピアノ）

映画＆コンサート

コミネス友の会会員割引あり。未就学児
入場不可（託児サービスあり）。チケット
発売日は、お問い合わせください。販売
状況により、当日の販売を行わない場合
があります。問コミネス☎� 5300

入場料　500円
※友の会割引は
　ありません



〝
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
〟
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

往
年
の
名
選
手
が
夢
を
届
け
る

▲野球教室での心構えを説明する桑
くわ
田
た
真
ま
澄
すみ
氏

　
８
月
20
日
、
表
郷
天
狗
山
球
場
（
表
郷

番
沢
）
に
、
金か

ね

田だ

正ま
さ

一い
ち

氏
な
ど
、
24
名
の

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
訪
れ
、
ド
リ
ー
ム
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
を
対
象
に
野
球
教
室
が
開
催

さ
れ
た
ほ
か
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
ド
リ

ー
ム
チ
ー
ム
と
、
市
選
抜
チ
ー
ム
と
の
親

善
試
合
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
往
年
の
名
選
手
の
プ
レ
ー

を
一
目
見
よ
う
と
、
約
２
、６
０
０
人
の

観
衆
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
野
球
教
室
に

参
加
し
た
小
学
生
は
「
有
名
な
選
手
に
直

接
指
導
し
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
、

貴
重
な
体
験
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

白
河
関
ま
つ
り

夏
の
風
物
詩
を
満
喫

▲踊り流しで息の合った踊りを披露する様子

　

８
月
６
日
、
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
周
辺
で

「
白
河
関
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
峰
通
り
で
は
、
高
円
寺
阿
波
踊
り
連

協
会
に
よ
る
特
別
演
舞
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
浴
衣
姿
な
ど
の
23
団
体
、
約
１
、

３
０
０
人
が
「
白
河
関
の
踊
り
流
し
」
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
夜
に
は
「
市
民

納
涼
花
火
大
会
」
で
城
山
公
園
か
ら
５
、

２
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
来

場
者
は
、
夏
の
風
物
詩
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、

商
工
会
議
所
青
年
部
に
よ
る
「
し
ら
か
わ

魂
２
０
１
７
い
ぐ
べ
っ
!!
夏
祭
り
」
が
行

わ
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
考
え
る
中
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

撲
滅
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
発
表▲いじめ撲滅のための意見を発表する代表生徒

　

８
月
２
日
、
り
ぶ
ら
ん
（
道
場
小
路
）

で
、「『
い
じ
め
』
に
つ
い
て
考
え
る
中
学

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
市
内
全
中
学
校
の
代
表
生
徒

達
は
、
各
校
の
い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み

を
発
表
し
た
後
、
い
じ
め
防
止
で
大
切
な

こ
と
は
何
か
、
ど
う
し
た
ら
防
い
で
い
け

る
の
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
同
じ
言
葉
で
も
、
一
人
ひ
と
り
感
じ

方
が
違
う
の
で
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
が
大
切
」「〝
い
じ
り
〟
が
〝
い
じ
め
〟

に
発
展
す
る
前
に
、
声
を
か
け
て
い
く
こ

と
が
必
要
」
な
ど
、
い
じ
め
撲
滅
へ
向
け

た
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
森
林
体
験
教
室

元
気
い
っ
ぱ
い
昆
虫
探
索

▲捕まえた昆虫の解説を聞く参加者

　
７
月
30
日
、
南
湖
森
林
公
園
（
菅
生
館
）

で
、「
楽
し
い
森
林
体
験
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
福
島
虫
の
会
の
三み

田た

村む
ら

敏と
し

正ま
さ

氏
を
講
師
に
招
き
、
同
公
園
内

の
昆
虫
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
虫
取
り
網
を
手
に
、

森
や
林
の
中
を
か
け
ま
わ
り
、
ト
ン
ボ
や

バ
ッ
タ
な
ど
を
捕
ま
え
て
は
、
講
師
か
ら

昆
虫
の
生
態
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
湖
森
林
公
園
案
内
人

の
会
」
で
は
、
年
６
回
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
里
山
の
魅
力
と
自
然
の
大
切

さ
を
伝
え
な
が
ら
、
森
林
と
の
共
生
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

「
駅
伝
の
ま
ち 

し
ら
か
わ 

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

子
ど
も
た
ち
の
競
技
力
向
上
を
目
指
す▲真剣な表情で練習に取り組む小学生

　
市
で
は
、「
し
ら
か
わ
駅
伝
」
を
契
機
と

し
た
地
域
振
興
や
、
子
ど
も
た
ち
の
陸
上

競
技
力
向
上
を
目
的
に
、
７
月
24
日
か
ら

28
日
ま
で
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
陸
上
ス

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
指
導
を
受

け
た
小
学
生
は
「
普
段
意
識
し
な
い
筋
肉

の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な

る
」
な
ど
と
話
し
、
真
剣
な
表
情
で
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
３
日
・
４
日
に
は
、
駒
澤

大
学
陸
上
競
技
部
に
よ
る
「
ラ
ン
ニ
ン
グ

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
本
市
出
身

で
男
子
マ
ラ
ソ
ン
前
日
本
記
録
保
持
者
の

藤ふ
じ

田た

敦あ
つ

史し

さ
ん
ら
が
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
高
校
生
世
代
と
地
域
協
働
」

高
校
生
と
共
に
地
域
協
働
を
考
え
る▲公開シンポジウムで、意見を交換する参加者

Topicｓ
　

7
月
22
日
、「
地
域
と
高
校
生
の
協
働
」

を
考
え
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、マ
イ

タ
ウ
ン
白
河（
本
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る

Eエ

マ

ノ

ン

M
A
N
O
N
準
備
室
が
主
催
し
た
も
の

で
、
教
育
関
係
者
の
基
調
講
演
後
、
高
校

生
と
教
育
関
係
者
が
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
iア
イ

ク

ラ

ブ

c
l
u
b
代
表
理
事
の
小お

川が
わ

悠ゆ
う

さ
ん

は
「
未
来
を
創
造
す
る
人
材
を
育
て
る
た

め
に
は
、
地
域
協
働
の
視
点
が
必
要
」
と

講
演
し
、
高
校
生
が
地
域
で
学
ぶ
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
と
南
相
馬

市
の
生
徒
ら
三
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１

◦日にち　９月17日㈰
◦時　間　▷Ａ競技（男子）　午前10時スタート、
　　　　　　午後０時10分ゴール（予定）
　　　　　▷Ｂ競技（女子）　午前10時15分スタ
　　　　　　ート、午前11時25分ゴール（予定）
◦コース　右図参照
◦交通規制　午前９時30分から午後０時30分まで、
　　　　　コースの一部（旭町・桜町・年貢町・
　　　　　本町・大手町・中町・天神町・道場町
　　　　　の一部、県道母畑白河線本沼地内、市
　　　　　道南湖関辺線）が車両通行止めになり
　　　　　ますので、ご理解とご協力をお願いし
　　　　　ます（右図参照）。また、沿道からの
　　　　　温かい声援をお願いします。
◦大会当日の問い合わせ先　
　　　　　しらかわ駅伝競走大会実行委員会事務局
　　　　　☎�7483　※17日㈰のみ

■スペシャルトークショー
　本県にゆかりのある、陸上競技界を
代表する選手をお迎えし、トークショ
ーを開催します。
◦日　時　９月17日㈰／午後１時から
　　　　　※お早めにお越しください。
◦会　場　中央体育館（北中川原）
◦入場料　無料　
　　　　　※上履きをご持参ください。
◦ゲスト　富士通株式会社　柏

かしわ

原
ば ら

 竜
りゅう

二
じ

　氏

《公認しらかわ駅伝コース図》

東北本線

東
北
新
幹
線

泉 崎 村

栃木県　那須町

大 信 村

西 郷 村

白河駅 久田野駅

白
坂
駅

国道289号

国
道
29
4号

国
道
29
4号

阿武隈川

白河IC

東北
自動
車道

スタート
ゴ ー ル

Ｂ４ 明戸
Ａ6 明戸

住友ゴム工業㈱白河工場

南湖

しらかわカタール
スポーツパーク

（総合運動公園）

Ｂ1 羅漢前 Ｂ3 観音前
Ｂ 折返し点

Ａ1 本沼 Ａ5 本沼

Ａ2 板橋
Ａ4 板橋

Ｂ2 本沼

Ａ3 南湖
Ａ 折返し点

駅伝コース
車両通行止め区域

Ａ競技（男子）中継所１～６
Ｂ競技（女子）中継所１～４

車両通行止め区域
　

車両通行止め区域
　

第22回しらかわ駅伝
競走大会

問本庁舎スポーツ振興課　内2386

イベント
Ｅｖｅｎｔ

お知らせ
Ｎｅｗｓ

お知らせ
Ｎｅｗｓ 国民健康保険証の更新

　国民健康保険証の有効期限は９月30日㈯ま
でです。新しい保険証を９月中旬に送付しま
すので、10月１日㈰からは新しい保険証を使
用してください。なお、下表に該当する方は
届け出が必要となります。

届け出が必要な場合 持参するもの

国保に
加　入

ほかの市区町村から転入したとき 転出証明
ほかの健康保険をやめるとき 健保をやめた証明書
ほかの健康保険の扶養を抜けたとき 扶養を抜けた証明書
子どもが生まれたとき 保険証

国保を
やめる

ほかの市区町村へ転出したとき 保険証
ほかの健康保険に加入したとき 国保と健保の保険証
ほかの健康保険の被扶養者になったとき 国保と健保の保険証
加入者が死亡したとき 保険証

その他

市内で転居したとき 保険証
世帯主が変わったとき 保険証
世帯を分けたり一緒になったとき 保険証
保険証を紛失したとき 本人を証明するもの

問本庁舎総務課　内2315問本庁舎国保年金課　内2172

市職員採用試験
平成30年度採用（平成30年４月１日以降）

⃝第一次試験日　10月15日㈰
⃝申込受付期間　９月15日㈮まで

職　種
(採用予定人員） 受験資格（学歴不問）

行政事務
（２人程度）

《大学卒程度［後期試験］》
昭和58年４月２日から平成８年
４月１日までに生まれた方

《民間企業等職務経験者》
昭和53年４月２日以降に生まれ
た方で、平成29年３月末日現在、
民間企業などにおける職務経験
を５年以上有する方

※職務経験には、会社員などとして、週30時
　間以上の勤務を１年以上継続して
　就業していた期間が該当します。
　詳しくは、市ホームページをご覧
　になるか、お問い合わせください。

　蒲生羅漢（羅漢山人、1784 ～ 1866）は、江戸時代の白河で活躍
した画家です。
　江戸画壇の重鎮である谷

たに

文
ぶん

晁
ちょう

の弟子となり、松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

の命により
滋賀・石

いし

山
やま

寺
でら

の寺宝である縁起絵巻の模写事業に関わりました。のち
に白河羅漢山にアトリエを構え、83歳で亡くなるまで画業に励みま
した。人柄は豪放で、民謡「会津磐梯山」の小

お

原
はら

庄
しょう

助
すけ

のモデルとも
される会津塗師久五郎とは酒好きという点で意気投合し、面倒を見た
といわれています。
　本展では、没後150年を経た郷土の画家にあらためて光を当て、そ
の業績を紹介します。

特別企画展

文
ぶ ん

晁
ちょう

門
も ん

人
じ ん

　蒲
が

生
も う

羅
ら

漢
か ん

－白河のまちを飾った絵師－

９.16 ‐11.５

知
ら
れ
ざ
る

白
河
の
絵
師
の
作
品
、
一
挙
公
開

１.石山寺縁起絵巻　巻三（サントリー美術館蔵）
２.白河鹿島宮真景図（個人蔵）
３.墨竹図（公益財団法人藤田教育振興会蔵）
４.鉄拐仙人図（個人蔵、白河市歴史民俗資料館寄託）

1

432

※入館は午後４時30分まで

白河集古苑
午前９時～午後５時

（郭内）

※９月18日㈷、10月９日㈷は開館し、
　９月19日㈫、10月10日㈫は休館
▷大人　320円（250円）

▷高校生以下　無料

※（　）は20人以上の団体料金
※９月18日㈷、11月３日㈷は、無料
　開放日

会　場：

時　間：

入館料：

問文化財課（歴史民俗資料館）☎�2310

㈰㈯

■学芸員による講演会
「蒲生羅漢ってどんな人？
　－近世白河の絵画文化－」
◦日にち　９月24日㈰
◦時　間　午後１時30分～３時
◦参加料　無料
◦会　場　りぶらん多目的ホール
　　　　　（道場小路）※定員200人
◦申込期限　９月19日㈫まで
◦申込方法　電話・FAX・Eメールで
　　　　　お申し込みください。
◦申し込み・問い合わせ先
　歴史民俗資料館☎㉗2310 ／ FAX

　�2256 ／ Eメールrekishiminzo
　ku@city.shirakawa.fukushima.
　jp

■展示解説会
◦日にち　９月16日㈯、17日㈰、
　　　　　10月15日㈰、11月5日㈰
◦時　間　①午前11時から　
　　　　　②午後２時から
　　　　　※９月16日㈯は②のみ
◦会　場　白河集古苑
◦参加料　無料　※要入館料、申込
　　　　　不要

▷休館日　月曜日



Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２

敬老会のお知らせ

問本庁舎高齢福祉課　内2722※各庁舎は下記参照

お知らせ
Ｎｅｗｓ

市公設地方卸売市場「市
場開放デー」出店者募集

問本庁舎農政課　内2223

募　集
Ｒｅｃｒｕｉｔ

お知らせ
Ｎｅｗｓ

９月10日は下水道の日
～水のきれいなまちに～

問本庁舎下水道課　内2236

お知らせ
Ｎｅｗｓ

情報公開・個人情報保護制度
～信頼される行政を推進します～

問本庁舎総務課　内2312

■情報公開制度
　情報公開制度は、市民の皆さんに市政に対する
理解と信頼を深め、市政に参加していただくため
に、市が保有する行政情報を請求に応じて公開す
る制度です。
《情報公開を請求できる方》
　①市内に住所がある方
　②市内に事務所や事業所がある個人・法人、そ
　　の他の団体
　③市内の事務所や事業所に勤務する方
　④市内の学校に通学する方
　⑤市が行う事務や事業に利害関係がある方
■個人情報保護制度
　個人情報保護制度は、市が保有する個人に関す
る情報を適正に管理するルールを定め、開示およ
び訂正などを請求する権利を保障する制度です。

《個人情報の開示を請求できる方》
　　どなたでも公文書に記載されているご自身に
　関する情報の開示を請求することができます。

■情報公開・個人情報開示運用状況(平成28年度)

区分 請求件数
処理状況（内訳）

公開・
開示

部分公開・
部分開示

非公開・
非開示 取り下げ 審査請求

公文書
公　開 ６件 ４件 ２件 ０件 ０件 ０件

個人情
報開示 19件 19件 ０件 ０件 ０件 ０件

■請求から公開までの流れ
　公文書の公開または個人情報の開示の請求は、
本庁舎総務課・各庁舎地域振興課で受け付けてい
ます。
　また、個人情報の内容が事実でないときや本来
の目的以外の利用がなされた場合は、訂正・利用
停止を請求することができます。　

募　集
Ｒｅｃｒｕｉｔ

小グループまちなか活動支援
事業の応募者募集（２次募集）

問本庁舎まちづくり推進課　内2743

⃝日にち　９月28日㈭
地　域 会　場 開始時間
白　河 コミネス(会津町) 午後１時30分
表　郷 表郷公民館(表郷番沢) 午前10時
大　信 大信農村環境改善センター(大信町屋) 午前10時

東 東風の台運動公園体育館(東釜子) 午前10時
⃝対　象　75歳以上（昭和17年９月１日まで
　　　　　に生まれた方）で、９月１日現在、
　　　　　市内に住所を有する方
　　　　　※対象者には案内状を送付します。
⃝贈呈品　祝金2,000円（商品券）／記念品（長寿 
　　　　　ようかん）※当日欠席の方も含め、 
　　　　　対象者全員に贈呈します。
問各庁舎地域振興課　表郷☎�2114、大信☎
　�2114、東☎�2116

　市場開放デーの開催にあたり、出店参加事業
者を募集します。皆さんのご参加をお待ちして
います。
⃝日にち　10月22日㈰（雨天決行）
⃝時　間　午前７時～正午
⃝会　場　白河市公設地方卸売市場内（五番町
　　　　　川原）
⃝出店料　１コマ（約1.8×1.8ｍ）1,000円
⃝出店業種　不問（物販・飲食のほか、企業PR、フ
　　　　　リーマーケットなども可）
⃝申込期限　９月30日㈯
⃝申込先　
　丸水白河魚市場株式
　会社市場開放デー実
　行委員会　担当菊池
　☎�4100

■下水道に接続しましょう
　公共下水道が整備されると、
速やかに公共下水道に接続す
ることが下水道法で義務付け
られています。下水道に接続
することで、ご家庭からの生
活排水が、直接下水道に流せ
るようになり、悪臭や害虫の
発生を抑え、生活環境が改善
されます。
　また、道路側溝や河川がき
れいになり、自然環境を守ることにもつながります。
清潔で住み良い街にするためにも、下水道が整備さ
れた地域にお住まいで、まだ接続されていないご家
庭は、下水道への早期接続をお願いします。
　農業集落排水区域にお住まいの方も、接続のご協
力をよろしくお願いします。

■合併処理浄化槽を皆さんに代わり設置します
　将来的に公共下水道や、農業集落排水の事業計画
のない地域は、市が住宅や事業所などに合併処理浄
化槽本体を設置し、維持管理までを行う合併処理浄
化槽市町村整備推進事業を実施しています。
　浄化槽本体の工事費用および浄化槽使用に伴う維
持管理費用は市が負担し、使用者は上水道などの流
した汚水の量（水道水、井戸水の使用水量）に応じ
て使用料を納めていただきます。
※現在、当事業区域内で合併処理浄化槽を使用され
　ている方は、市に維持管理を委託することができ
　ます。詳しくはお問い合わせください。

■接続の手続きについて
　下水道接続工事および市の
事業による浄化槽設置工事は、
市が定める「白河市下水道排
水設備工事指定業者」、「白河
市浄化槽に関わる設置工事公
認業者」が行います。工事は
それぞれの指定業者、公認業
者へ直接お申し込みください。

　民間活力による中心市街地のにぎわいの創出や、
まちづくり担い手の育成を目指して、「自分のまち
は、自分でつくる」の精神のもと、中心市街地の活
性化につながる活動に取り組むグループに対し、そ
の活動費の一部を助成します。

■募集要件
⃝対　象　２人以上で構成するグループ
※中心市街地に居住する方、中心市街地に不動産を
　所有する方、中心市街地で事業を営む方のいずれ
　かがグループの構成員として１人以上参加してい
　る必要があります。
⃝対象区域　白河市中心市街地活性化基本計画（第２
　　　　　期）で定められた区域
⃝補助金額　上限50万円（ただし補助対象経費該当
　　　　　分に限る）

⃝募集期限　９月29日㈮
※審査後、補助対象グループを決定し
　ます。詳しくは、市ホームページを
　ご覧下さい。

事業名 内容

景観形成事業 通りの美化など、景観でまちのイ
メージアップを図る取り組み

商店街魅力創
出事業

商店街やお店ごとの連携、売り上
げ促進などに寄与する取り組み

情報発信事業 まちなかの様々な情報を発信する
取り組み

交流拠点設置
活用事業

様々な人と交流を図り、まちなか
ににぎわいをもたらす取り組み

⃝対象事業　平成29年度中に対象区域で実施される
　　　　　取り組みで、次のいずれかに当てはまる
　　　　　もの

▲下水道マスコットキャラ
　「スイスイ」
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お
ま
た
せ
し
ま
し
た
〜

ワ
ン
タ
ン
麺
で
す
〜

た
ま
の
外
食

楽
し
み
だ
ね
〜

てろんてろんのワンタンをすすり食う！

ラウンジ　～様々な情報をお届け～

ちょっといいはなし話題レポート

白河戊辰150周年記念事業ロゴマー
クなどが決定

　７月21日、記者会見が行われ、白河戊辰
戦争による戦死者を敵味方の分け隔てなく、
今もなお手厚く弔っている心を表す「仁」を
用いたテーマフレーズと、陣羽織・彼岸花が
デザインされたロゴマークが発表されました。
今後は、のぼり旗や、十六ささげ隊を含む２
種類のピンバッチも作成される予定です。

▲十六ささげ隊

全国高等学校定時制通信
制体育大会出場

第15回全日本女子軟式野
球学生選手権大会出場

第33回全国小学生陸上競
技交流大会

第44回全日本中学校陸上
競技選手権大会出場

（８月１日～３日／東京都世田
谷区）

（８月５日～８日／東京都江戸
川区）

（８月18日～19日／神奈川県
横浜市）

（８月19日～22日／熊本県熊
本市）

◆卓球
　佐

さ

藤
と う

隼
はやと

さん（尚志高）

（左から）秡
はらい

川
か わ

茉
ま

那
な

さん（東北
中３年）、矢

や

田
た

部
べ

瑛
あ き

さん・鈴
す ず

木
き

眞
ま

菜
な

さん（表郷中２年）、若
わ か

林
ばやし

莉
り

央
お

さん（白二中２年）

（左から）女子80ｍハードル 遠
え ん

藤
ど う

花
な

緒
お

さん（白一小６年）、棒高
跳び 金

か な

澤
ざ わ

颯
そ う

汰
た

さん・男子共通110mハードル 菊
き く

池
ち

俊
しゅん

介
す け

さん（白二
中３年）、男子共通800m 岡

お か

剛
つ よ

史
し

さん（中央中３年）

輝きの記録

福島県自治会連合会表彰を受賞 個人県民税優良市感謝状を受賞

　７月14日、（左から）船
ふ な

山
や ま

信
まこと

さ
ん(金ヶ平)、熊

く ま

木
き

武
た け

行
ゆ き

さん(道場
町)、室

む ろ

恒
つ ね

雄
お

さん(女石)が受賞報
告に訪れました。永年にわたり
町内会長として、地域の振興・
発展に尽力されたことが評価さ
れたものです。

　８月１日、野
の

地
じ

誠
まこと

県南地方振
興局長より「納税功労者知事感
謝状」が贈呈されました。今回
の受賞は、個人県民税が高収納
率であったことなどが評価され
たものです。※平成28年度収納
率99.27％（前年比+0.26）

小峰城跡石垣修復イベント-石垣に願いを込めて-
７月30日／小峰城（郭内）

ダンロップ・ス
リクソン福島オ

ープン

７月30日／グランディ那須白河 ゴルフクラブ（西郷村）

「中山義秀ものがたり」贈呈式
７月19日／大屋小

しらかわ盆踊り大会

８月11日／白河駅
前イベント広場

第48回全国中学校ソフト
テニス大会
（８月18日～20日／長崎県長
崎市）
（左から）藤

ふ じ

田
た

海
か い

凌
り

さん・斎
さ い

須
す

大
ひ ろ

夢
む

さん（東中３年）

100歳
　おめでとうございます

本
ほんぐ う

宮フヂノさん（東上野出島）
　　　大正６年８月８日生まれ



▷時　間　開場　午後６時／開演　午後６時30分
▷会　場　りぶらん内
▷出演者　曽

そ

根
ね

麻
ま

矢
や

子
こ

（チェンバロ奏者）
▷内　容　パリ在住時のエッセイ集「いきなりパリ
　　　　　ジェンヌ」などの著書にまつわるお話や、
　　　　　チェンバロによるコンサート
▷入場料　無料（事前申し込み不要）

▷時　間　開場　午後１時30分／開演　午後２時
▷会　場　コミネス大ホール
▷出演者　曽根麻矢子（チェンバロ）
　　　　　有

あ り

田
た

正
ま さ

広
ひ ろ

（フルート）
▷入場料　全席指定　Ｓ席3,000円、Ａ席1,500円
▷発売日　好評発売中

◀曽根麻矢子©Shunichi Atsumi
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～新刊の一部を紹介～

鳥類学者だからって、鳥が好
きだと思うなよ。

川上 和人

　不死鳥伝説の正体、熊に会っ
たら死んだふり…など、鳥類学
者の著者が独自の視点で解説し
ています。いろいろな土地で出
会った鳥たちの挿絵とともにお
楽しみください。

⃝一般図書

⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
真
昼
の
決
闘
」

▽
日
時　
９
月
２
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
55
分
、
９
月
20
日
㈬
／
午
後
６
時

～
７
時
25
分

▽
内
容　
「
も
う
い
ち
ど
」

▽
日
時　
10
月
７
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
５
分

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
日
本
の
昔
ば
な
し　
織
姫
と

彦
星　
ほ
か
」

▽
日
時　
９
月
16
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
40
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
９
月
21
日
㈭
、
10
月
５
日
㈭
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
９
月
23
日
㈷
、
10
月
14
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
歴
史
を
読
む
～
戦
国
時
代

編
～
」

　
今
年
は
、
戦
国
武
将
の
中
で
も
人
気
が

あ
り
、
妙み

ょ
う

関か
ん

寺じ

の
乙
姫
桜
な
ど
白
河
に
も

ゆ
か
り
の
あ
る
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

や
、
昨
年
大
河

ド
ラ
マ
に
も
な
り
話
題
と
な
っ
た
真さ

な

田だ

幸ゆ
き

村む
ら

の
、
生
誕
４
５
０
年
に
な
る
記
念
の
年

で
す
。

　
秋
の
夜
長
に
戦
国
時
代
に
思
い
を
は
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
い
ろ
ん
な
秋
を
見
つ
け
よ

う
♪
」

　
こ
れ
か
ら
秋
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な
時
に
秋
を
感
じ
ま

す
か
。
今
月
は
、
た
く
さ
ん
の
秋
を
感
じ

ら
れ
る
、
絵
本
や
読
み
物
な
ど
を
集
め
て

み
ま
し
た
。

　
紹
介
す
る
本
を
読
ん
で
、
い
ろ
ん
な
秋

を
見
つ
け
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
雑
誌
配
布
》

　
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
を
お
譲
り
し

ま
す
。
詳
し
く
は
館
内
の
掲
示
物
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
り
ぶ
ら
ん
（
第
４
回
）　

９
月
16
日
㈯

～
24
日
㈰

《
第
34
回
白
河
手
づ
く
り
絵
本
展
》

　
絵
が
と
び
出
る
仕
掛
け
絵
本
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
が
手
づ
く

り
し
た
絵
本
が
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
５
日
㈭
～
９
日
㈷
／
午
前

10
時
～
午
後
５
時

▽
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会
議
室

※
出
展
し
た
方
の
作
品
の
返
却
は
、
10
月

24
日
㈫
よ
り
児
童
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
で
行

い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
団
体
で
出
展
し
た
方
の
作
品
は
、
団
体

に
ま
と
め
て
返
却
し
ま
す
。

⃝児童図書
食べもの“ぺろっと”まるわ
かり！いただきます図鑑

山本 謙治、ぼうずコンニャク　監修

　かわいいキャラクターになった
食材たちが、食べものの基礎知
識や豆知識を教えてくれます。
　食べものになる前の姿や、作り
方などもイラストとマンガで楽しく
学べます。

【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00 ～20：00　
　土・日・祝日／９：30 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し、翌日
　　は休館
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
《絵で見るお話の会》
　10月７日㈯／午前11時～正午
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日

※コミネス友の会会員は表記価格より各席500円引きです。
　また、障がい者割引が有ります。詳しくはお問い合わせ
　ください。

《チェンバロってどんな楽器？》 楽器豆知識

ホールを飛び出してりぶらんで開催♪
～一般講演会開催のお知らせ～

　「新宿鮫」シリーズなど、多彩な作品を発
表している作家、大

お お

沢
さ わ

在
あ り

昌
ま さ

さんを迎え、講演
会を開催します。ぜひご参加ください。
◦開催日　10月28日㈯／午後２時
　　　　　から
◦会　場　りぶらん地域交流会議室
◦演　題　「ミステリーと私」
◦定　員　200人（入場無料）
　※整理券が必要です。整理券は10月７日㈯
　　から各図書館のサービスデスクで配布し
　　ます。配布は先着順で１人につき１枚です。

「音訳者養成講座」参加者募集
　音訳者を養成する講座を開催します。基
礎から始まりますので、興味のある方はお
気軽にお問い合わせください。
◦日　時　10月～12月の原則、毎週金曜
　　　　　日／午後１時30分～３時
◦会　場　りぶらん地域交流会議室
◦対　象　すべての講座に参加でき、講座
　　　　　修了後図書館でボランティアと
　　　　　して活動できる方
◦申込先　りぶらんサービスデスク

「曽根麻矢子・古楽器に魅せられて」
《白河文化回廊事業　図書館連携》楽しいトークと音楽の時間

～パリ暮らしとチェンバロ～
11

[ 土 ]
/25

デュオリサイタル
曽根麻矢子（チェンバロ）＆有田正広（フルート） 11

[ 日 ]
/26

　C
チ ェ ン バ ロ

embalo（ドイツ語）は、鍵盤楽器ですがピアノと
は全く異なる楽器です。ピアノはハンマーで叩く打楽器
で、チェンバロは、爪で弾くことによって弦を振動させ
て音を出す「撥

は つ げ ん

弦楽器」です。バロック時代に貴族の
女性のたしなみとして演奏された歴史があり、白い肌が
絶対的な美徳とされたこの時代、演奏する女性
の手が、より白く美しく映えるよう、数多い方
の鍵盤を黒くしたそうです。

Library information

り ぶ ら ん
市立図書館⃝チケット販売・問い合わせ先　コミネス☎�5300



Facilities information

施 設 情 報

白
河
歴
史
人
物
伝

白
河
の
歴
史
を
編
ん
だ
儒
学
者

広ひ
ろ

瀬せ

蒙も
う

斎さ
い

Vol.17

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

白河で活躍するALT（外国
語指導助手）を紹介！

ブルック・ミーガン先生
（オーストラリア・クイーンズ
ランド州）
問本庁舎学校教育課　内2365

▲市長への着任挨拶

白河の緑と山の美しさに感動！

英語で一言！
Life is like a box of chocolate.
「人生はチョコレート箱のようだ」
（開けてみるまで分からない）

Hello,fro
m

Around 
the World

ALT通信

(

１
７
６
８
～
１
８
２
９)

感
忠
銘
碑

搦
目
の
大
庄
屋
・
内う

ち

山や
ま

重し
げ

濃た
ね

が
、
南
朝
の
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
の
忠
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
結ゆ

う

城き

宗む
ね

広ひ
ろ

・
親ち

か

光み
つ

父
子
を
顕
彰
す
る
磨
崖
碑
の
建
立
を
発
起
し
、
蒙

斎
が
作
文
し
、
定
信
が
題
字
を
書
き
ま
し
た
。

広
瀬
蒙
斎
肖
像
（
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

蒙
斎
が
没
し
た
２
年
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
絵

は
藩
の
絵
師
巨お

お

野の

泉せ
ん

祐ゆ
う

、
賛
は
蒙
斎
門
下
の
儒
学

者
片か

た

山や
ま

恒こ
う

斎さ
い

に
よ
る
も
の
で
す
。
誠
実
か
つ
温
和

で
あ
っ
た
蒙
斎
の
人
柄
が
表
れ
て
い
ま
す
。

歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示　「白河の歴史と文化」

白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
　　　　　※特別企画展期間（９月16日㈯～11
　　　　　　月５日㈰）は午後５時まで開館
◦休館日　毎週月曜日
　　　　　※９月18日㈷、10月９日㈷は開館し、
　　　　　　翌火曜日休館
　　　　　※展示替えのため、９月４日㈪から 
　　　　　　15日㈮まで休館
◦入館料　大人320円（250円）
　　　　　小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生無料
【催し案内】
◦会　期　９月３日㈰まで
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展
　「江戸時代の結城家-結城家のその後-」
◇阿部家名品館

「伝来の遺宝とゆかりの刀剣」
◦会　期　９月16日㈯から
◇特別企画展

「文
ぶ ん

晁
ちょう

門
も ん

人
じ ん

 蒲
が

生
も う

羅
ら

漢
か ん

-白河のまちを飾った絵師-」
※詳細は10ページをご覧ください。

　
明め

い

和わ

５
年
（
１
７
６
８
）
、
白

河
藩
主
松
平
家
家
臣
・
広ひ

ろ

瀬せ

庄し
ょ
う

八は
ち

の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

名
は
政ま

さ

典の
り

（
典て

ん

）
、
通
称
台だ

い

八は
ち

と

い
い
、
蒙
斎
は
号
で
す
。

　
22
歳
の
と
き
、
藩
主
定
信
の
命

に
よ
り
、
江
戸
湯
島
の
昌し

ょ
う

平へ
い

坂ざ
か

学

問
所
に
入
学
し
、
朱
子
学
者
の
柴し

ば

野の

栗り
つ

山ざ
ん

ら
に
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
西
国
へ
遊
学
し
、
各
地
の
名
所

旧
跡
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
寛か

ん

政せ
い

10

年
（
１
７
９
８
）
よ
り
白
河
藩
の 

藩
校
立り

っ

教き
ょ
う

館か
ん

の
教
授
を
務
め
、

領
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
門
弟

と
し
な
が
ら
、
藩
主
定
信
へ
講
義

を
し
た
り
、
と
き
に
は
意
見
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

《
多
彩
な
業
績
》

　
蒙
斎
は
、
定
信
の
も
と
多
く
の

歴
史
事
業
に
参
画
し
、
業
績
を
の

こ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
定
信
の
命
に
よ
り
柴

野
栗
山
や
谷た

に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
う

ら
多
く
の
学

者
・
絵
師
が
関
わ
っ
た
古
文
化
財

図
録
『
集し

ゅ
う

古こ

十じ
っ

種し
ゅ

』
に
つ
い
て
は
、

蒙
斎
が
編
さ
ん
に
関
わ
り
、
序
文

を
記
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
白
河
の
歴
史
に
関
し
て

も
、『
白
河
風
土
記
』『
白
河
古
事

考
』
な
ど
の
歴
史
書
を
編
さ
ん
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
今
で
も
白
河

の
歴
史
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
本

で
す
。
こ
の
ほ
か
、搦か

ら

目め

の
白
川

城
跡
の
崖
面
に
刻
ま
れ
た
磨ま

崖が
い

碑ひ

「
感か

ん

忠ち
ゅ
う

銘め
い

碑ひ

」
や
、
南
湖
築

造
の
事
情
を
記
し
た
「
南
湖
開か

い

鑿さ
く

碑ひ

」、
鹿
嶋
神
社
三
重
塔
の
由
来

を
記
し
た
「
浮ふ

屠と
の

碑ひ

」
な
ど
、
白

河
の
重
要
な
歴
史
資
料
と
な
っ
て

い
る
石
碑
の
多
く
は
、
蒙
斎
の
作

文
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
晩
年
に
は
、
藩
主
松
平
家
の
桑

名
転て

ん

封ぽ
う

に
伴
い
、
蒙
斎
も
桑
名
へ

移
り
ま
す
が
、
そ
の
６
年
後
、
62

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

総合運動公園（北中川原30 ／☎�8971）
【スポーツ教室】
　参加料を添えて、中央体育館にお申し込みくだ
さい（電話受付不可、先着順）。
◇初・中級者ソフトテニス教室
◦対　象　小学生～中学１年生、一般男女の初心
　　　　　者・中級者　50人
◦申込期間　10月５日㈭～12日㈭
　※詳細や、その他教室はお問い合わせください。
問NPO法人白河市体育協会事務局　☎�8655

マイタウン白河（本町２／☎�7595）
【催し案内】
◇かな書展
◦日　時　９月21日㈭～24日㈰／午前10時～午
　　　　　後５時　※24日のみ午後３時まで
◦入場料　無料
◇白河華道連盟諸流いけばな展
◦日　時　９月30日㈯～10月１日㈰／午前10時
　　　　　～午後５時
◦入場料　無料
◇白河市総合美術展
◦日　時　10月18日㈬～22日㈰／午前10時～
　　　　　午後６時　※22日のみ午後３時まで
《作品受付》
◦日　時　10月15日㈰／午前10時～午後３時
◦場　所　マイタウン白河１階ギャラリー
◦出品料　一般1,000円・高校生500円（一部　
　　　　　門２点まで）
◦部　門　日本画・洋画・彫塑工芸・書・写真
問本庁舎文化振興課　内2384

翠楽苑（南湖公園内／☎�6888）
◇十五夜月見会
◦日　時　９月30日㈯～10月１日㈰／午後６時
　　　　　～８時30分
◦内　容　▷30日㈯／元タカラジェンヌ真

ま

灯
と う

かな
　　　　　　たによるスペシャルライブ
　　　　　▷１日㈰／紗

さ

羽
わ

しゅうこシャンソンラ
　　　　　　イブ
◦入場料　1,500円
　　　　　※各日150人限定、入園料・呈茶代込南湖森林公園（菅生舘1-1 ／☎�1101）

◇森で遊ぼう教室「ひっつきむし」
◦日　時　９月23日㈷／午前10時～正午
◦定　員　20組（40人）
◦参加料　無料
◦申込方法　住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
　　　　　うえ、FAXでお申込みください。
◦申込先　南湖森林公園管理棟　FAX�6321

　みなさんはじめまして！私は今
年の７月に、オーストラリアのロ
ックハンプトンから来ました。冬
でも暖かいこの街は、ビーフキャ
ピタルといわれるほど多くの牛が
放牧され、オージービーフのステ
ーキが名物料理です。
　私は体を動かすことが好きです。
オーストラリアでは、毎週フット
ボールをプレイして、月１回はボ
ートで海釣りを楽しみ、釣ったサ
バは焼いて食べました。また、動
物も好きなので、犬・猫・ヘビを
ペットで飼っていました。
　白河に初めて来たとき、自然が
多くて、きれいな街だと思いまし
た。これから市内の名所を巡るこ
とが楽しみです。好きな食べ物は

ラーメンなので、たくさん白河ラ
ーメンを食べたいと思います。お
すすめのお店を教えてください。
　皆さんどうぞよろしくお願いし
ます。（次回に続く）
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放
置
自
転
車
一
斉
撤
去

野
焼
き
禁
止

公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト

秋
の
ぐ
る
り
白
河
文
化

遺
産
ツ
ア
ー

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
者

防
衛
大
学
校
学
生
な
ど

案
内

お
願
い

募
集

介
護
激
励
金

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

市
役
所
臨
時
駐
車
場

動
物
愛
護
週
間

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

水
道
料
金
の
統
一

教
科
書
採
択
に
係
る

資
料
の
公
表

　　　
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学

校
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◦
受
付
期
間　
９
月
５
日
㈫
～
29

日
㈮

◦
試
験
期
日　
▽
防
衛
大
学
校
　

11
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰　
▽
防
衛

医
科
大
医
学
科
　
10
月
28
日
㈯
・

29
日
㈰　
▽
防
衛
医
科
大
看
護
学

科
　
10
月
14
日
㈯

◦
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

◦
応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
以
上
の
21
歳
未
満
の
男
女

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

白
河
地
域
事
務
所
☎
�
０
３
７
２

　
点
字
を
学
び
、
点
訳
作
業
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
　
９
月
28
日
～
11
月
２
日

木
曜
日　
計
６
回
／
午
前
10
時
～

正
午

◦
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

　
市
で
は
現
在
、
地
域
に
と
っ
て

望
ま
し
い
公
共
交
通
網
の
す
が
た

を
明
ら
か
に
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
し
て
、「
白
河
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
策
定
す

る
う
え
で
必
要
な
情
報
を
得
る
た

め
に
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
公
共
交
通

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
９
月
中
旬
ご
ろ

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３

２
６

　
野
焼
き
は
火
災
発
生
の
原
因
と

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
煙
・
悪
臭

に
よ
る
近
所
迷
惑
や
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
有
害
物
質
発
生
の
原
因

と
な
る
た
め
、
一
部
の
例
外
を
除

い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ド
ラ
ム
缶
の
中
や
穴
を
掘

２
１
１
４　
大
信
☎
�
２
１
１
４

東
☎
�
２
１
１
６

　
10
月
１
日
か
ら
旧
簡
易
水
道
区

域
（
東
部
・
五
箇
・
旗
宿
・
大
信
）

の
料
金
を
上
水
道
の
料
金
に
統
一

し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
料
金
が
改
定
さ
れ

ま
す
が
、
10
月
か
ら
平
成
32
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
は
、
激
変
緩
和

措
置
を
講
じ
、
段
階
的
に
統
一
し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
水
道
部
水
道
業
務
課
☎
�
３
２

２
２

　
平
成
30
年
度
に
本
市
の
小
・
中

学
校
で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
教

育
委
員
会
で
は
、
採
択
地
区
協
議

会
で
行
わ
れ
た
会
議
の
議
事
録
お

よ
び
資
料
を
公
表
し
ま
す
。

◦
閲
覧
期
間　
９
月
１
日
㈮
か
ら

１
年
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
平
日
の
み

◦
閲
覧
場
所　
学
校
教
育
課
内

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課　
内
２
３

６
３

　　
９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
、

「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。
人
と

動
物
が
と
も
に
生
き
て
い
け
る
社

会
の
実
現
に
は
、
飼
い
主
の
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。

　
動
物
を
殺
傷
す
る
こ
と
、
飼
育

を
放
棄
す
る
こ
と
、
捨
て
る
こ
と

な
ど
は
「
動
物
愛
護
管
理
法
」
に

違
反
す
る
犯
罪
行
為
で
す
。
懲
役

や
罰
金
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
野
良
猫
な
ど
に
む
や
み

に
餌
付
け
を
行
う
こ
と
は
近
隣
住

民
へ
の
迷
惑
に
な
る
の
で
、
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
２　
大
信
☎
�
２

１
１
３　
東
☎
�
２
１
１
２

　
◦
期
日　
９
月
21
日
㈭
～
30
日
㈯

《
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

「
身
に
つ
け
よ
う　
命
の
お
守
り

反
射
材
」

《
運
動
の
重
点
》

⑴
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通

７
４
／
白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４

１
６
１

　
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
９
月
30
日
ま
で
の
期
間
、
要

介
護
３・４・５
の
認
定
を
受
け
た

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅
で

１
８
０
日
以
上
介
護
さ
れ
て
い
る

方
に
、
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
入
院
、
施
設
入
所
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
期
間
は
除
き
ま
す
。

◦
要
件　
在
宅
介
護
期
間
に
要
介

護
高
齢
者
と
介
護
者
が
市
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と

◦
支
給
金
額　
要
介
護
３
＝
４
万

円
、
要
介
護
４
＝
５
万
円
、
要
介

護
５
＝
５
万
５
千
円
（
在
宅
介
護

期
間
の
要
介
護
状
態
区
分
に
応
じ

て
支
給
）

◦
支
給
時
期　
12
月
下
旬

◦
申
請
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
31

日
㈫

◦
申
請
方
法　
申
請
書
と
介
護
者

本
人
名
義
の
通
帳
の
写
し
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
前
年
度
に
受
給

さ
れ
た
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
）。

◦
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
本
庁

舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７
２
３
／

各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表
郷
☎
�

事
故
防
止

⑵
夕
暮
れ
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

⑶
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

⑷
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
本
庁
舎
生
活
防
災
課　
内
２
１

６
７

　　
付
加
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
ま
た
は
65
歳
未
満

の
任
意
加
入
被
保
険
者
が
、
定
額

保
険
料
（
平
成
29
年
度
は
月
額

１
６
、４
９
０
円
）
に
付
加
保
険

料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ

し
て
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給

す
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

◦
付
加
年
金
額（
年
額
）２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数

◦
付
加
保
険
料
の
納
付　
申
し
込

み
を
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
を
受
け
て
い
る
方
、
第
２・
３

号
被
保
険
者
の
方
は
付
加
年
金
制

度
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

◦
内
容　
点
字
の
仕
組
み
、
点
訳

ル
ー
ル
の
初
歩
と
パ
ソ
コ
ン
へ
の

入
力
方
法
を
学
び
ま
す
。

◦
定
員　
15
人　
※
先
着
順

◦
受
講
料　
無
料

◦
申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈮
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１
４

《
ツ
ア
ー
》

　
鹿
嶋
神
社
や
白
河
関
な
ど
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
　
10
月
14
日
㈯
／
午
前
10

時
～
午
後
２
時
30
分

◦
テ
ー
マ　
鹿
嶋
神
社
と
白
河
の

関
所

◦
定
員
　
30
人　
※
先
着
順

◦
参
加
料
　
５
０
０
円　
※
昼
食

は
実
費
負
担

《
歩
い
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

　
名
所
や
寺
院
を
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時　
10
月
14
日
㈯
～
29
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
内
容　
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
内

２
７
４
６

っ
て
ご
み
を
焼
却
す
る
行
為
も
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み

を
処
理
す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を
守

り
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課　
内
２
１

６
４
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
２　
大
信
☎
�
２

１
１
３　
東
☎
�
２
１
１
２

　
10
月
１
日
㈰
・
２
日
㈪
の
２
日

間
、
市
内
全
域
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
の
一
斉
撤
去
を
、
町
内

会
単
位
で
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課　
内
２
１

６
４

　
旧
市
民
会
館
跡
地
を
市
役
所
臨

時
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
来
庁
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
開
放
時
間　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
８
時
（
土
、日
、祝
日
含
む
）

※
開
放
時
間
以
外
は
、
出
入
り
口

を
施
錠
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
財
政
課　
内
２
３
３
６

くらしの情報館
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くらしの情報館

音
供
養
Ⅲ　
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
に
よ
る
鎮
魂
の
調
べ

50
周
年
記
念
市
民
天
体

観
望
会

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

医
療
講
演
会

立
教
志
塾
定
例
研
修
会

こ
ど
も
将
棋
教
室

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

森
林
の
土
地
を
取
得
し

た
と
き
の
届
出

宅
建
協
会
特
別
講
演
会

お
よ
び
不
動
産
フ
ェ
ア

ま
ち
か
ど

案
内

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

声
の
お
た
よ
り

健
康
長
寿
い
き
い
き
県

民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

白
河
障
が
い
者
就
職
面

接
会

ト
ラ
ッ
ク
の
日
フ
ェ
ス
タ

in
２
０
１
７

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

弁
護
士
巡
回
法
律
相
談

白
河
司
法
書
士
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

市
民
公
開
講
座

ど
ん
と
こ
い
認
知
症

農
業
短
期
大
学
校
の　

農
産
物
直
売
会

◦
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◦
会
場
　
白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

◦
内
容
　
空
き
家
対
策
相
談
な
ど

問(

公
社)

福
島
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
白
河
支
部
☎
�
１
３
３
１

◦
日
時
　
９
月
15
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時
45
分

◦
会
場
　
白
河
商
工
会
議
所

◦
内
容
　
請
求
手
続
き
に
関
す
る

不
明
な
点
な
ど　
※
相
談
無
料

◦
申
込
方
法
　
事
前
電
話
予
約　

◦
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　
※
平
日
の
み

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
島
県
原
子
力
損
害
対
策
課
☎
０

２
４
︲
５
２
１
︲
８
２
１
６　

　
学
生
が
生
産
し
た
農
産
物
の
直

売
会
を
開
催
し
ま
す
。　

◦
日
時
　
９
月
22
日
㈮
、
10
月
22

日
㈰
／
午
前
10
時
～
11
時　
※
品

物
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◦
会
場
　
農
業
短
期
大
学
校
（
矢

吹
町
）

◦
そ
の
他
　
10
月
22
日
㈰
は
学
校

祭
で
す
。
屋
台
、
農
産
物
の
即
売

◦
日
時　
10
月
７
日
㈯
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦
会
場　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室

◦
相
談
内
容　
不
動
産
の
価
格
な

ど
に
関
す
る
こ
と

問
（
公
社
）
福
島
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
☎
０
２
４
︲
９
３
１
︲
４

３
６
０　

　
初
心
者
大
歓
迎
、
駒
の
動
か
し

方
か
ら
教
え
ま
す
。

◦
日
時　
９
月
16
日
、
10
月
７
日

・
21
日
、
11
月
４
日
・
18
日
、
12

月
２
日
・
16
日
、
１
月
20
日　
土

曜
日　
計
８
回
／
午
前
10
時
～
正

午◦
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

◦
対
象　
小
・
中
学
生

◦
参
加
料　
２
、
０
０
０
円　

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
将
棋
連
盟
白
河
支
部　
遠え

ん
ど
う藤

☎
０
９
０
︲
１
９
３
３
︲
５
０
３
１

会
や
実
習
風
景
の
展
示
な
ど
、
大

学
校
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

問
農
業
短
期
大
学
校
�
４
１
１
１

　
企
業
と
就
職
を
希
望
す
る
障
が

い
者
を
対
象
に
障
が
い
者
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。
企
業
の
採
用
担

当
者
と
直
接
お
話
で
き
る
良
い
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
10
月
５
日
㈭
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時

◦
会
場　
東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河　
求
人
・
専

門
援
助
部
門
☎
�
１
２
５
６

◦
日
時　
10
月
５
日
、
11
月
２
日
、

12
月
７
日　
木
曜
日
／
午
後
５
時

～
８
時

◦
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

◦
内
容　
不
動
産
登
記
や
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
な
ど
に

関
す
る
法
律
相
談　
※
要
予
約

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
☎
０

１
２
０
︲
８
１
︲
５
５
３
９
（
平

日
／
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
～
４
時
）

◦
日
時　
10
月
22
日
㈰
／
午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

◦
会
場　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
（
郡
山
市
）　
※
入
場
無
料

◦
内
容　
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
登

山
家
の
三み

浦う
ら

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

氏
に
よ
る
講

演
会
な
ど

◦
申
込
期
限
　
10
月
15
日
㈰

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局
☎
０

２
４
︲
５
２
１
︲
２
５
５
０
（
平

日
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
さ
つ
き
会
」
で
は
、
視
力
に
障

が
い
の
あ
る
方
や
、
高
齢
で
文
字

を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
を

対
象
に
、
市
の
広
報
紙
や
社
会
福

祉
協
議
会
だ
よ
り
「
な
ご
や
か
」

な
ど
を
無
料
で
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込
み
、

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
１

１
５
９

《
ギ
タ
ー
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ボ

ー
カ
ル
／
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
》

◦
日
時　
９
月
17
日
㈰
／
午
後
４

時
～
５
時　
※
入
場
無
料

◦
会
場　
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
４

９
６
︲
７
６
１
０

《
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
》

◦
日
時　
９
月
17
日
㈰
／
午
後
２

時
～
３
時
30
分　
※
入
場
無
料

◦
会
場　
大だ

い

統と
う

寺じ

本
堂
（
馬
町
）

◦
演
奏　
守も

り

屋や

有ゆ

紀き

（
桐
朋
学
園
、

ド
イ
ツ
国
立
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
大
を

首
席
卒
業
の
新
進
気
鋭
の
奏
者
）

問
大
統
寺
☎
�
２
７
２
３

◦
日
時
　
９
月
21
日
㈭
／
午
後
６

時
30
分
～
８
時

◦
会
場　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室

◦
内
容　
▽
演
題　
「
こ
れ
か
ら

増
え
る
脳
梗
塞･･･

脳
梗
塞
の
最

新
情
報
」　

▽
講
師
　
東
北
大
学

脳
神
経
外
科
教
授　
冨と

み

永な
が

悌て
い

二じ

氏

◦
入
場
料　
５
０
０
円　

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

《
街
中
で
も
見
え
る
本
物
の
宇
宙
》

◦
日
時
　
９
月
23
日
㈷
／
午
後
６

時
～
７
時
30
分　
※
曇
り
や
雨
の

場
合
、
翌
24
日
㈰
に
順
延
し
ま
す
。

◦
会
場　
コ
ミ
ネ
ス
駐
車
場
（
Ｊ

Ｒ
白
河
駅
北
側
）

◦
内
容
　
☆
夏
の
星
座
と
月
や
惑

星
の
観
察　
☆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
月
や
土
星
の
写
真
を
撮
ろ
う

◦
参
加
料
　
無
料

◦
そ
の
他　
先
着
50
名
の
方
に
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
当
日
、

天
気
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
白
河
天
文
同
好
会　
小お

ぐ
ら椋
☎
０

９
０
︲
６
７
８
５
︲
２
５
０
３

◦
日
時
　
10
月
１
日
㈰
／
午
後
１

時
～
４
時
30
分　
※
入
場
無
料

◦
会
場
　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室

◦
内
容
　
《
第
一
部
》
認
知
症
関

連
演
題　
《
第
二
部
》
▽
特
別
講

演
「
認
知
症
の
心
、
介
護
の
こ
こ

ろ
～
上
手
な
介
護
を
め
ざ
し
て
～
」

▽
講
師　
舞
子
浜
病
院
名
誉
院
長

田た

子ご

久ひ
さ

夫お

氏　
《
第
三
部
》
専
門

医
師
に
よ
る
相
談
会

問
あ
さ
か
ス
ト
レ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
０
２
４
︲
９
３
７
︲
６
１
０
１

◦
日
時
　
10
月
９
日
㈷
／
午
後
１

時
10
分
～
４
時　
※
入
場
無
料

◦
会
場　
東
京
第
一ホ
テ
ル
新
白
河

◦
内
容　
▽
演
題
　
「
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
」

▽
講
師
　
国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
長　
村む

ら

田た

美み

穂ほ

氏　
▽
演
題
　
「
笑
う
と
な
ぜ

良
い
か
？
」
▽
講
師
　
作
業
療
法

士
　
岡お

か

本も
と

宏こ
う

二じ

氏

問
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

福
島
支
部　
県
南
・
白
河
方
部
会

近こ
ん

藤ど
う

☎
０
９
０
︲
９
５
３
８
︲
４

１
４
９

◦
日
時
　
10
月
14
日
㈯
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時　
※
入
場
無
料

◦
会
場　
白
河
の
関
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
（
泉
崎
村
）

◦
内
容
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
ト
ラ
ッ

ク
や
自
衛
隊
車
両
な
ど
の
展
示
、

献
血
、
露
店
コ
ー
ナ
ー
、
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ（
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
）

◦
そ
の
他
　
交
通
遺
児
へ
の
募
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問（
公
社
）福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

☎
０
２
４
︲
５
５
８
︲
７
７
５
５

　
森
林
の
土
地
の
所
有
者
に
な
っ

た
方
は
、
そ
の
土
地
の
あ
る
市
町

村
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
の
対
象
　
地
域
森
林
計
画

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
民
有
林

◦
届
出
対
象
者
　
個
人
、
法
人
を

問
わ
ず
、
売
買
契
約
の
ほ
か
、
相

続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
な
ど
に

よ
り
新
た
に
森
林
の
土
地
の
所
有

者
と
な
っ
た
方

◦
届
出
時
期
　
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　
内
２
２

２
９

◦
期
日
　
９
月
10
日
㈰

《
特
別
講
演
会
》 

※
入
場
無
料

◦
時
間
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

◦
会
場
　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

◦
内
容
　
大お

お

和わ

田だ

新あ
ら
たア

ナ
ウ
ン
サ

ー
に
よ
る
講
演
会

《
不
動
産
フ
ェ
ア
》
※
入
場
無
料
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Child rearing informationHealth information

子育て情報保健情報

■９月９日は「救急の日」です

■９月24日～30日は結核予防週間です

■９月は健康増進普及月間です

■特定健診・がん検診のお知らせ
■産後のお母さんを応援します

■「おやこの食育教室」参加者募集

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

月のいきいき健康チャレンジ相談会
実施日 開始時間 会場

４日㈬ ９:45～ 東保健センター
13:30～ アナビースポーツプラザ

20日㈮ ９:45～ 表郷保健センター
25日㈬ ９:45～ 大信保健センター

10

～１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ～

広報しらかわ　2017.9（H29) 広報しらかわ　2017.9（H29)

《保育園》

■平成30年度幼稚園児・保育園児募集

幼稚園名 所在地 電話番号

公

立

大沼幼稚園 久田野豆柄久保２ �3511
白坂幼稚園 白坂陣場317 �2072
小田川幼稚園 泉田池ノ上239 �5060
五箇幼稚園 田島明治32－６ �2151
関辺幼稚園 関辺松並26 �7880
表郷幼稚園 表郷金山字長者久保２－５ �2317
ひがし幼稚園 東釜子字枇杷山28 �2019
大信幼稚園 大信町屋字道目木12 �2257

私

立

白河カトリック幼稚園 道場小路88 �3438
丘の上幼稚園 立石山10－14 �3363

認
定
こ
ど
も
園

ぼ だ い 樹 郭内１－130 �3521
ぼだい樹西こども園 転坂96 �1662
さくらの木 豊年31 �3293

《幼稚園》

　平成30年４月から幼稚園・保育園（一部）に
入園する園児を募集します。入園希望の方は、受
付期間内に各園に直接お申し込みください。

　白河市食生活改善推進協議会では、親子で調理
をしながら食育について学ぶ、おやこの食育教室
を開催します。

保育園名 所在地 電話番号

私

立

丘の上保育園 立石山10－14 �3900
ニチイキッズ新白河 新白河四丁目53 �0010

認
定
こ
ど
も
園

ぼ だ い 樹 郭内１－171 �2058
ぼだい樹西こども園 南登り町15 �8861
さくらの木 豊年31 �3293

◦願書配布　10月２日㈪から下表の各園で配布
◦受付期間　10月13日㈮～31日㈫　　　
◦問い合わせ先　下表の私立保育園
※下表以外の保育園の園児募集は、広報しらかわ
10月号に掲載します。

◦願書配布　10月２日㈪から
　　　　　　下表の各園で配付
◦受付期間
　▷公立　10月16日㈪～31日㈫
　▷私立　10月13日㈮から定員到達まで　
　　　　　※丘の上幼稚園は10月13日㈮のみ
　▷認定こども園　10月13日㈮～31日㈫
◦問い合わせ先
　▷公立　本庁舎こども育成課または下表の各公
　　　　　立幼稚園
　▷私立・認定こども園　下表の各園

◦日　時　10月22日㈰／午前10時～午後１時
◦会　場　中央保健センター（北中川原）
◦対　象　幼稚園年長児から小学生までの子ども
　　　　　と保護者
◦定　員　20組　※先着順
◦参加料　子ども100円、保護者200円
◦持参品　エプロン・三角巾・タオル
◦申込期間　10月13日㈮まで
◦申し込み・問い合わせ先　
　中央保健センター
　☎�2114

　市では、産後の疲労回復、育児に関する様々な
不安や悩み解消のため、お母さんと赤ちゃんを対
象とした産後ケア事業を行っています。
　授乳がうまくいかない、赤ちゃんの体重が増え
ているか心配、お産と育児の疲れで体調がよくな
い、気分が落ち込むなど、赤ちゃんとの毎日で不
安なことがあれば、ぜひご利
用ください。
　助産施設への宿泊または日
帰りで、助産師さんのケアを
受けながらリラックス・リフ
レッシュし、安心して子育て
を続けていきましょう。
◦利用方法
　希望する助産施設へ電話し、利用日が決まった
ら、申請書をこども支援課へ提出してください。
　対象となる助産施設や料金は、母子健康手帳交
付時や赤ちゃん訪問で配布するチラシ、または市
ホームページをご覧ください。

問本庁舎こども育成課　内2736

問本庁舎こども支援課　内2717
《健康寿命の延伸》
　健康で自立した生活を送ることができる「健康
寿命」を伸ばすためには、運動・食事・禁煙など、
生活習慣の改善に努めることが大切です。
　適度な運動や身体活動は、寝たきりの予防や心
の健康、生活の質の改善に効果的です。自分に適
した運動習慣を身につけましょう。運動習慣がな
い方は、日頃から体を動かすことを意識し、まず
は10分（約1,000歩）歩行時間を増やしてみま
しょう。
　食事は、「１日３回」「野菜を多めに」「減
塩」を心がけましょう。１日に食べたい
野菜の量は350gで、１食あたり生野菜
なら両手に軽く山盛り１杯が目安です。
　また、たばこには4,000種類の化学物質が含ま
れ、その中には200種類の有害物質が含まれてい
ます。禁煙に取り組み、受動喫煙にも注意しまし
ょう。
《福島県の「健康寿命」》

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

平成22年 平成25年
男性 69.97歳（34位） 70.67歳（41位）
女性 74.09歳（16位） 73.96歳（35位）

　現在、指定医療機関にて個別検診を実施してい
ます。特定健診、胃がん・大腸がん・肺がん検診
は10月31日㈫まで、子宮頸

け い

がん・乳がん検診は
２月28日㈬までです。該当年齢でまだ受診して
いない方は、お早めに受診ください（医療機関へ
事前申込が必要です）。
　また、下記のとおり追加集団検診を行います。
予約制のため、受診を希望する方は、健康増進課
または申し込み専用電話☎�2150にてお申し込
みください。
◦検診日　10月４日㈬～７日㈯
◦受付時間　午前７時30分～９時
◦会　場　中央保健センター

　昨年、白河地方広域市町村圏内において、救急
車で搬送された5,333人のうち、約半数は軽症者
でした。症状が軽い場合は、救急車を呼ぶ必要が
あるかどうか、もう一度考えてみましょう。

《ＢＣＧ接種を受けましょう》
　ＢＣＧを接種すると、結核に対する免役がつき、
感染した場合の重症化を防ぐことができます。生
後５～８か月までに、必ずＢＣＧ接種を受けまし
ょう。

＜救急車を呼ぶポイント＞
・意識がない
・呼吸が苦しい
・急にろれつが回らなくなった
・突然の激しい頭痛・胸痛・腹痛
・高所からの転落事故
・けいれんが続いている
・車にはね飛ばされた
・大出血をしている
＜救急車を呼ぶかどうか判断に迷ったとき＞
▷白河消防署☎�2155

　結核は、主に肺に炎症を起こす病気です。人か
ら人にうつる感染症のため、自分が結核だと気付
かずに、周りの人にうつしてしまうことがありま
す。日本では毎年新たに約２万人が発病し、世界
的にみても低まん延国とはいえません。結核は、
早期の発見・治療で治せる病気です。
　「結核かな？」と思ったら、早めに医療機関を
受診しましょう。
《こんな時はすぐに病院へ》
　２週間以上せき・たんが出る、長引
く体のだるさ・微熱、胸の痛み、急な
体重減少
《発見されにくい高齢者の結核》
　65歳以上の方は、せき・たんなど目立った症
状が現れにくいため、年に１回胸部レントゲン検
査を受けましょう。



<愛の基金>
♥157,736円　日本実業株式会社　様
♥５万円　　市川 洋行　様（東釜子）
♥５万円　　深町 洋介　様（高山）
♥３万円　　髙橋 修　様（表郷金山）
♥２万円　　松本 かおり　様（東釜子）
♥５千円　　金勝寺ボランティア　佐藤 力　様
<小峰城城郭復元基金>
♥３万円　　ＮＰＯ法人極真カラテ　門馬道場　様
<学校給食への提供>
♥小松菜　　江戸川学校給食友の会　代表　小原 英行　様

あたたかい善意をありがとうございました。

（７月受付分）

善意の窓

種　類 開設日 時　間 会　場・問い合わせ先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

4日㈬
18日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00 ◦消費生活センター（本庁舎地下）

問消費生活センター☎�1133
　（平日／午前９時～午後５時）

多重債務、離婚・相続
問題などの法的なトラ
ブル、被災者の抱える
二重ローン問題の相談
など

 11日㈬ 10：00 〜 12：00

25日㈬ 13：00 〜 16：00
市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活防災課（１階）

問本庁舎生活防災課内専用電話☎�1717 市行政等に関する相談

心配ごと相談 10日㈫
24日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関するこ
となど

障がい者相談会
（要予約） 24日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第４会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談
心の健康相談

（要予約） 18日㈬ 13：30 〜 15：00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）
問県南保健福祉事務所☎�5649

うつ状態、ひきこもり
などに関すること

認知症の人と家
族の会 21日㈯ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の相
談や話し合いなど

ハートコール
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートコール相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ等
に関する相談

10  月の無料相談

10  月の休日救急医療当番医

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

1日㈰
小 児 科 わたなべ子どもクリニック �2166
内科・外科 南 湖 こ こ ろ の ク リ ニ ッ ク �4401
歯 　 科 須 藤 歯 科 医 院 �6460

8日㈰
小 児 科 ねもとキッズクリニック �5623
内科・外科 き た む ら 整 形 外 科 �5533
歯 　 科 永 山 歯 科 医 院 �1646

9日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 小 針 医 院 �2366
歯 　 科 す ず き 歯 科 �5555

15日㈰
小 児 科 関 医 院 �3003
内科・外科 渡 部 医 院 �4111
歯 　 科 須 藤 歯 科 医 院 �6460

22日㈰
小 児 科 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク �2040
内科・外科 き く ち 診 療 所 �8672
歯 　 科 秋 山 歯 科 医 院 �3741

29日㈰
小 児 科 み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク �1001
内科・外科 田 口 医 院 �1111
歯 　 科 ひ ま わ り 歯 科 医 院 �5991

10  月の事業所献血

期 日 実施事業所 所在地 時　間

5日㈭

㈱三谷精密　白河工場 白 坂 9:30～11:30
日本アイキャン㈱白河工場 双 石 12:20～13:00
福島地方裁判所白河支部 郭 内 14:30～15:30
ＪＡ夢みなみ
しらかわ地区支援センター 弥次郎窪 16:00～17:30

19日㈭
㈱サクラテック
新白河第二工場 白 坂 11:30～12:30

福島県白河合同庁舎 昭 和 町 13:30～17:00

25日㈬
白河税務署 中 田 10:15～11:45
ＥＡファーマ㈱福島事業所 白 坂 13:30～15:00
㈱兼子組 中 山 南 15:30～17:00

『 

和
服
の
好
き
な
外
人
さ
ん
』

折
よ
く
、
雑
誌
社
か
ら
日
本
の
生
活
、
文
化
を

記
事
に
す
る
特
派
員
の
仕
事
が
舞
い
込
む
。

　
１
８
９
０
年
の
春
、
横
浜
へ
。
地
中
海
か
ら

の
旅
は
、
地
球
半
周
を
ゆ
う
に
超
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
挿
絵
画
家
よ
り
低
い
報
酬
に
腹
を

立
て
、
契
約
を
破
棄
し
て
し
ま
う
。
さ
あ
、
ど

う
す
る
。
旧
知
の
言
語
学
者
が
救
い
の
神
と
な

る
。
彼
は
、
近
代
国
家
を
急
ぐ
日
本
が
、
欧
米

か
ら
迎
え
た
“
お
雇
い
外
国
人
”。
医
学
の
ベ

ル
ツ
、
動
物
学
の
モ
ー
ス
、
地
質
学
の
ナ
ウ

マ
ン
ら
一
流
学
識
者
の
一
人
だ
。
月
俸
は
平
均

３
０
０
円
で
、
大
臣
よ
り
も
高
い
。

　
文
部
省
へ
の
口
利
き
も
あ
り
、
運
よ
く
松
江

中
学
の
英
語
教
師
と
な
る
。
月
俸
１
０
０
円
は

知
事
と
同
額
。“
押
し
か
け
外
国
人
”
は
、
国
の

お
客
様
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
熊
本
の
第
五
高

校
、
さ
ら
に
東
京
帝
大
に
迎
え
ら
れ
る
。
月
俸

も
２
０
０
円
、
４
０
０
円
と
倍
増
。

　
さ
す
ら
い
の
記
者
は
、
な
ん
と
最
高
学
府
の

教
壇
に
立
つ
。
帝
大
で
は
、
流
れ
る
よ
う
な
詩

的
英
語
と
分
か
り
や
す
さ
で
人
気
を
博
し
た
。

後
任
が
漱
石
。
後
の
文
豪
も
、
英
文
学
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
に
脱
帽
し
た
と
述
懐
す
る
。

　
松
江
行
き
は
偶
然
だ
っ
た
。
古
代
の
神
々
の

聖
地
で
あ
り
、
暮
ら
し
の
中
に
信
仰
が
息
づ
く

出
雲
に
魅
せ
ら
れ
た
。
八
雲
の
名
も
、
出
雲
に

ま
つ
わ
る
古
歌
に
由
来
す
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
多
神
教
や
、
妖
精
伝
説
や
神
話
に
彩
ら
れ
る

ケ
ル
ト
文
化
に
親
し
み
を
持
つ
八
雲
に
と
っ
て
、

　
夏
の
あ
る
夜
、
八
雲
の
「
怪
談
」
を
読
ん
だ
。

子
供
へ
の
愛
情
を
残
し
、
悲
し
げ
に
消
え
去
る

「
雪
女
」。
経き

ょ
う
も
ん文
を
書
き
忘
れ
、
平
家
の
怨
霊

に
耳
を
そ
が
れ
る
「
耳
な
し
芳
一
」。
顔
を
ひ

と
な
で
す
る
と
、
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
な
る
「
む

じ
な
」。
民
話
や
伝
承
を
も
と
に
、
豊
か
な
想

像
力
と
人
間
観
を
お
り
こ
ん
だ
作
品
。

　
小
泉
八
雲
こ
と
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

は
、
１
８
５
０
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
父
と
ギ

リ
シ
ャ
人
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
陽
光
の

土
地
に
育
っ
た
母
は
、
寒
冷
な
気
候
に
耐
え
き

れ
ず
母
国
へ
戻
っ
て
し
ま
う
。
父
は
す
ぐ
再
婚
。

親
に
捨
て
ら
れ
た
喪
失
感
は
大
き
く
、
八
雲
の

人
生
に
濃
い
影
を
落
と
す
。

　
父
方
の
大
叔
母
に
預
け
ら
れ
る
が
、
厳
格
な

カ
ト
リ
ッ
ク
に
息
が
つ
ま
る
。
だ
が
大
叔
母
も

事
業
に
つ
ま
づ
き
破
産
。
孤
児
同
然
に
社
会
の

荒
波
に
投
げ
出
さ
れ
る
。
八
雲
は
終
生
、
キ
リ

ス
ト
教
に
な
じ
め
な
か
っ
た
。

　

過
去
を
ふ
り
捨
て
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
へ
。

行
商
や
ホ
テ
ル
ボ
ー
イ
で
食
い
つ
な
ぐ
。
読
書

家
で
文
章
力
も
磨
い
て
い
た
八
雲
は
、
や
が
て

新
聞
記
者
と
し
て
健
筆
を
ふ
る
う
。
ア
メ
リ
カ

は
南
北
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
に
目
を
向
け
る
。

八
雲
も
日
本
旅
行
記
を
読
み
、
関
心
を
深
め
る
。

日
本
は
理
想
郷
だ
っ
た
。
古
事
記
や
説
話
に
通

じ
た
、
妻
セ
ツ
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
日
本
文

化
に
傾
倒
し
た
。
和
服
を
着
て
、
刺
身
を
好
む

外
人
さ
ん
は
、
深
く
日
本
を
愛
し
た
。

　
旅
の
途
中
、
盆
踊
り
を
見
た
。
太
鼓
も
手
つ

き
も
リ
ズ
ム
も
、
西
洋
音
楽
と
全
く
違
う
。
単

調
に
も
見
え
る
踊
り
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
生

者
が
死
者
を
迎
え
共
に
舞
う
輪
の
中
に
、
心
も

身
体
も
す
べ
り
込
ん
で
い
く
。
八
雲
は
生
と
死

が
響
き
あ
う
霊
的
な
も
の
を
感
じ
て
い
た
。

　
霊
的
な
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
童
話
や
昔

話
、
そ
こ
に
住
む
妖
精
、
妖
怪
に
感
応
し
、
想

像
の
翼
が
広
が
る
。
目
に
は
見
え
な
い
も
の
へ

の
感
受
性
が
怪
談
を
生
ん
だ
。
八
雲
は
帝
大
で
、

「
霊
的
な
も
の
へ
の
感
覚
を
持
た
な
い
人
間
が
、

な
に
か
に
生
命
を
吹
き
込
む
こ
と
な
ど
で
き
る

は
ず
も
な
い
」
と
講
義
す
る
。

　
八
雲
は
、
合
理
性
と
効
率
性
を
優
先
す
る
西

洋
文
明
と
距
離
を
置
い
た
。
世
の
中
に
は
、
知

性
や
理
性
で
解
明
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
本

当
の
こ
と
は
、
心
の
目
が
な
い
と
見
え
ず
、
論

理
的
に
語
れ
な
い
こ
と
を
心
得
て
い
た
。

　
近
代
化
に
懐
疑
的
な
分
、
心
は
開
か
れ
て
い

た
。
理
性
が
ま
さ
り
過
ぎ
な
い
よ
う
五
感
を
解

き
放
つ
。
弱
者
へ
温
か
い
眼
差
し
を
持
つ
。
生

き
と
し
生
け
る
も
の
へ
共
感
す
る
。
八
雲
に
は
、

異
な
る
文
化
を
受
け
入
れ
る
柔
ら
か
さ
と
、
国

や
民
族
の
違
い
を
超
え
、
共
に
生
き
よ
う
と
す

る
視
点
が
あ
っ
た
。

市長の手控え帖
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「マチイロ」は、アプリのダウンロードと簡単な
個人設定で、いつでもどこでも「広報しらかわ」
を読むことができます。

《マチイロ》アプリで情報チェック

「広報しらかわ」は、環境にやさしい
再生紙と植物油インキを使用しています。
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み ゆ

優

白十字食堂

住　　所：愛宕町45
電　　話：0248-23-3625
営業時間：11:00 ～ 20:00
定 休 日：水曜日
駐 車 場：有り（店舗向かい）

「創業時からの変わらない味を守りたい」
３代続く老舗食堂

小
峰
通
り

国道294号（旧奥州街道）

ハリストス正教会

白河信用金庫

中町郵便局

男の館タナセ

常陽銀行
・

・
・

・
・

楽 

蔵

P
マイタウン白河

上／ワンタンメン　左下／カツカレー　右下／３代目の十文字一雅さん

　「町並みは変わっても、創業時からの変わらない味を守りたい」
と話すのは、３代目の十

じゅう

文
も ん

字
じ

一
か ず

雅
ま さ

さん。白河ハリストス正教会の
近く、愛宕町に店を構える白十字食堂は、洋食と中華料理の食堂
として昭和32年に創業しました。60年間同じ場所で、変わらな
い味を提供し、世代を超えて親しまれています。
　豊富なメニューが並び、どれも盛りがいいのがウリで、なかで
もおすすめはワンタンメン。彩りよく添えられた錦糸卵とグリー
ンピースが特徴です。ボリューム満点のカツカレーも名物メニュ
ーの一品です。

　第18回高校生国際美術展、書の部において奨励賞に輝いた
白河高３年書道部の西岡美優さん（東北中出身）。受賞した作
品は「道

どう

因
いん

法
ほう

師
し

碑
ひ

」の文字を手本にして書いたもので、小筆を
使い、力強い鋭角のある起筆を忠実に表現しました。
　西岡さんは、小学５年生の時から書道を始め、高校では、自
分の好きな楷書体に取り組んできました。「今まで書道を続けて
きた集大成として、全国規模の大会で評価されてうれしい」と
笑顔で話し、納得がいくまで突き詰めて練習するという西岡さ
んの、書道に対する凛

りん

とした姿勢が印象的でした。

白河駅

市役所

締めの一杯

第17回

白河は全国的にも知られるラーメ
ン処で、市内には100軒を超す店
が点在しています。毎月、おすす
めの一杯を紹介します。

今月号の

★人物Report
注目のあの人を紹介
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